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訴訟の判決について 

 

１ 訴訟の概要 

（１）当事者  

原告 青森市 

被告 青森市造道１丁目１０番２号 株式会社 心（代表取締役 細川 大策） 

（２）概 要 

被告が運営する事業所に勤務する従業員が、ヘルパー２級資格証の偽造（偽造有印私文書行使）により

資格を偽って勤務し介護サービスを提供した。 

そのため、本来、介護給付費給付の要件である有資格者によって行われるべき介護サービスが行われな

かったことから、被告に対し、市が介護給付費及び介護扶助費として支払った分について返還を求めた。 

被告は、請求内容に誤りがあったとしてこれまで二度にわたり一部の金額について返還したものの、そ

の後返還していないことから、市は被告に対し下記返還額を請求した。 

これに対し被告は、市からの請求、督促及び催告に応じず、納付の意思が認められないことから、介護

給付費等について、民法第７０３条に規定する不当利得に係る返還を求めるため訴えの提起をしたもので

ある。 

【返還請求額】 

      介護給付費返還金 １０，５６１，８５９円（介護保険課） 

介護給付費返還金  ３，７５７，０５０円（障がい者支援課） 

介護扶助費返還金    ２８９，０８５円（生活福祉一課） 

計    １４，６０７，９９４円 

 

２ 訴訟の経過 

  令和元年１０月１７日  提訴（青森地方裁判所） 

              口頭弁論・弁論準備手続（計９回） 

  令和２年 １月１６日  被告反訴※ 

  令和２年１１月２７日  判決 

  令和２年１２月１２日  判決確定（被告の控訴なし） 

 

◇令和２年１２月１０日  被告支払い（入金確認済） 

    【支払額】      返還請求額        １４，６０７，９９４円 

遅延損害金（年５分の割合）   ８２２，１９８円 

                 計          １５，４３０，１９２円 

                             

３ 判決の内容 

判 決  １ 被告は、原告に対し、１４６０万７９９４円及びこれに対する令和元年１０月 

２６日から支払い済みまで年５分の割合による金員を支払え。 

２ 被告の反訴請求※をいずれも棄却する。 

３ 訴訟費用は、本訴及び反訴を通じて、被告の負担とする。 

４ この判決は、第１項に限り、仮に執行することができる。 

 

     ※ 被告の反訴請求内容  

原告（市）は、被告（事業者）に対し、３４万８６５７円（これまでの返還金額）及びこれに対す

る平成３０年１０月１日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。  


